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【序論】 
 近年，子どもの体力低下が叫ばれる中，習慣的に運動を行

うことが体力だけでなく，学力にも関わっていることが示唆

されている．しかしながら，子どもの運動習慣と学力には関

係がないという報告もあり，その関係は未だはっきりとしな

い． 
 事象関連電位を用いた近年の生理心理学的研究は，子ども

の有酸素能力と認知機能の間に関係があることを示してお

り，子どもの体力と学力の関係を示した先行研究の知見を支

持している．本研究では，AX continuous performance test
（AX-CPT）を用いて，これまで報告されている作業記憶と

は別の側面から認知的準備過程を評価し，子どもの有酸素能

力と認知的準備過程の関係を検討した．また，子どもの認知

機能を反映すると考えられている前頭の随伴陰性変動

（contingent negative variation: CNV）を用いて認知的準

備過程を評価した． 

 
【方法】 
実験参加者：健康な小学 3 年生から 5 年生 18 名が AX-CPT
を行った．脳波に過度にノイズが混入したため CNV の加算

平均処理ができなかった参加者など 4 名を除き，14 名（平

均 10.3 歳）を分析の対象とした．20m シャトルランの折り

返し数によって，参加者を高体力群と低体力群に分類した．

具体的には，平成 23 年度体力・運動能力調査に基づき，各

年齢，性別に応じたパーセンタイル値を求め，50 パーセン

タイル以上を高体力群，50 パーセンタイル以下を低体力群

とした． 
実験手続き：参加者，参加者の保護者にインフォームドコン

セントを行った後，身長と体重の測定を行った．その後，シ

ールドルームにて，64 チャンネルのデジタル脳波計用ヘッ

ドキャップ（Biosemi 社製）を参加者に装着した．AX-CPT
の説明と練習試行の後，本試行に移った．  
AX-CPT：この実験では，子どもが課題を理解しやすいよう

に AX-CPT の修正版を用いた．動物（サル，ネコ）と果物（リ

ンゴ，イチゴ）のイラストを交互に提示し，その動物（S1）
と果物（S2）のペアによって，ボタンを押し分けさせた．具

体的には，実験参加者には，サルのイラストの後にリンゴの

イラストが提示された場合（AX 条件），右手の人差し指でボ

タンを押すように指示した．サルのイラストの後にイチゴの

イラスト（AY 条件），またはネコのイラストの後にリンゴ

（BX 条件）またはイチゴのイラスト（BY 条件）が提示さ

れた場合，右手の中指でボタンを押すように指示した．AX

条件は 64%，AY 条件，BX 条件，BY 条件はそれぞれ 12%
の確率で提示した．刺激間間隔（S1 オンセット〜S2 オンセ

ット）は 1700 ms で一定とした．可能な限り速く，間違え

ないように反応するように教示した． 
脳波記録および解析：脳波は国際 10-10 法に基づき，頭皮上

64 部位より記録した（Biosemi 社製 64 ch 脳波計）．S1 の提

示後 900〜1100 ms の平均電位を早期 CNV，S2 前 200 ms
の平均電位を後期 CNV とした．本研究目的に従い，統計検

定には FCz から得られた CNV を用いた． 
統計検定：AX 条件，AY 条件，BX 条件を分析の対象とした．

行動指標（正反応率と反応時間）と各 CNV の統計検定には，

2（群：高体力群，低体力群）×3（条件：AX，AY，BX）の

分散分析（analysis of variance: ANOVA）を用いた． 

 
【結果】 
 正反応率と反応時間に関して ANOVA を行った結果，群要

因を含む主効果，交互作用は認められなかった（p > .6）．早

期 CNV に関して ANOVA を行った結果，群×条件の交互作

用が認められた（p = .04）．下位検定の結果，AX 条件，AY
条件における早期 CNV は両群で異ならなかったが（p > .3），
BX 条件では高体力群の早期 CNV は低体力群に比べて小さ

かった（p = .03）．後期 CNV に関して ANOVA を行った結

果，群要因を含む主効果，交互作用は認められなかった（p 
> .4）． 

 
【考察】 
 本研究では，BX 条件でのみ，高体力群の早期 CNV が低

体力群に比べ小さかった．近年の研究では，前頭から記録さ

れる早期 CNV は，子どもの認知発達を反映することが示唆

されている．Kamijo et al.（2010）は，大学生を対象とした

研究で，有酸素能力が高い者は低い者に比べ，前頭の CNV
が小さかったことを示し，有酸素能力の高い者は効率的に認

知的準備を行えることを示唆している．AX-CPT では，AX
条件と AY 条件では手がかり刺激（S1）の提示後，両指の反

応準備が必要であることに対して，BX 条件では手がかり至

芸が提示された時点で反応する指が決定される．このように

本研究では，体力の高い子どもは手がかり刺激が持つ情報を

効果的に処理し，より効率的な認知的準備を行っていること

を示しているのかもしれない．本研究は子どもの有酸素能力

と認知的準備過程の間に関係があることを示唆するもので

ある． 


